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ファクシミリ・クラブは、ＪＡＲＬ登録 （10-4-82）の特殊クラブです。当クラブの主な目的は、アマチュア・ファクシミリの技術向上とアマチュア・ファクシミリ愛好者相互の友好の増進です。

ファクシミリの原理
最近ではCQ誌の記事に取り上げられることもなくなったアマ

チュア・ファクシミリ、実際に運用する局もほとんどなく、忘れ

られつつあるモードです。ファクシミリはどのようなものなのか、

画像を送受信する原理について、以前「画像通信入門」に書いた

記事のこの部分を復刻する形

でテキストを作成してみまし

た。

別紙「アマチュア・ファク

シミリ入門」ではその概略と

使用機器などについて触れい

るのでそちらとあわせてご覧

ください。

A4版10ページ（表紙含む）

にまとめてありますす。また、

これは、FAXDVD-ROMの

資料集の中にもPDFで収めて

あります。

タブレットPCとパソコンに

も保存してあるのでお好きな

形でみることができます。

気象FAX
一昨年6月から気象FAXの放送スケジュールが変更になってい

ますが、そのスケジュール表は気象庁のwebサイトで見ること

ができます。また、単なるスケジュール表ではなく、放送予定項

目はリンクが張られていてその画像を直接見ることが可能です。

気象図を見ることが

目的ならwebからデー

タをダウンロードする

のが確実なのでしょう

けれど我々としてはや

はり受信機から聞こえ

る音がないことには満

足できない部分があり

ます。

右の写真はwebサイ

トからダウンロードし

た気象衛星による雲写

真です。800×415ド

ットの画像サイズです。

気象FAXのスケジュ

ール表もFAX-DVD R

OMに収納めてありま

す。

CQ誌創刊号から

1946年に創刊された「CQ hamr

adio」の創刊号から49号までをPDF

で閲覧できます。更に後の分、飛び飛

びではあるが1954年1月号まで収め

られています。それぞれの号毎に目次

を別途取り出して記事項目を確認しや

すいようにしてあります。

昔のCQ誌がどのようなものであっ

たか、覗いてみてください。元は、某

クラブの方がファイル化したもので、

それを当クラブがHTML形式にして見

易いように整理しました。

CQ誌バックナンバーの一覧の中にも含めています。

更に今回はタブレットPCでも見られるようにしてあります。

ご覧になりたい方は係にお申し付けください。

グラフィックLCDで表示する
XYスコープ

秋月電子で売られている12

8×64ドットのグラフィックL

CD「SG12864」」でXYスコ

ープを製作しました。LCDの

制御にはAKI-80を使用してい

ます。

XYスコープはRTTYでよく

使われますがファクシミリの

受信にも必須です。 JO1XBE

Psoc を利用した
チューニン・グインジケーター

一つのICの中に様々

なモジュールが組み込

まれていて、それらを

プログラムによって組

み合わせ好みの機能を

持ったマイコンに仕上

げられるPsocを利用

して、チューニング・

インジケーターを製作

しました。Psoc内の

バンドパスフィルターを使用するので無調整で製作することがで

きます。電源を接続してオーディオ信号を入れればそのままでF

AX用チューニングインジケーターとして動作します。1500Hz

と2300Hzそれぞれで10ポイントのLEDをレベルメーター表示

させるプログラムを組んで

あります。 さらに122×32ドットのグラフィックLCDでも表

示させてみました。 PSOCは、秋葉原

の秋月電子で購入可能なCY8C27443

とCY8C27143を使用しています。

プログラムだけを変更してCWチュー

ニングインジケーターも作るることがで

きます。

JO1XBE

タブレットPCを活用
CQ誌バックナンバーの整理

MH誌も整理
かなり普及してきたタブレットPCの性能と内蔵メモリの大容

量化、更にSDカードあるいはmicroSDカードの低価格化などに

より大量のデータを保存することができるようになりました。こ

れまでパソコンでのみ展示してきたバックナンバーを今回はタブ

レットPCでも見られるようにしてみました。



以前と比べて

薄くなったとは

いえ、かなりな

厚みのあるCQ

誌です。年月が

経過するにつれ

て本箱に占める

スペースが拡大

していきます。

過去にさかのぼ

ると膨大なものです。最近のPCの性能とハードディスクなどの

記録メディアの大容量化によりファイルの保存も楽になっていま

す。

スキャナーで読み込

んでPDF化して右の写

真のようにwebブラウ

ザーのメニューで目的

のファイルを選択でき

るようにすると多年度

にわたるCQ誌も簡単に

見渡せます。各号の目

次、年ごと12月号に掲

載される総目次など、

別個に取り出し目的の

記事を探しやすくして

あります。

雑誌をばらすコツと

スキャナーで読み込む

方法については担当者

が詳しく説明いたします。

展示しているのはCQ誌1996年から2012年の9月号までと

モービルハム1997年から2000年3月の最終号までです。この

間のCQ誌の記事をご覧になりたい方は係員にお申し出くださ

い。

著作権の問題があるので、閲

覧だけで、ファイルのコビーは

できないことをあらかじめご了

承ください。

このようにすれば、CQ誌を合

理的に整理できるという見本で

す。また、「パナファクス3000

のすべて」などのＦＡＸ関連書

籍類もフィルにして閲覧しやす

くしてあります。

JH2EBI

普及しているブルーレイディスクBD-R DLは50GBの容量な

のですが、最近はデータ量が膨大になりすべてのデータを書き込

むことができなくなりました。 HDDのクラッシュに備えたBD

-Rのバックアップも2枚のメディアが必要です。

自動受信と自動停止が可能な
MuP-FAX

自動起動と自動停止
気象FAXやひまわりの衛星から雲写真などの送信には、画像

が送られる前に起動信号が、

画像の後には停止信号が付け

られています。これにより、

自動的にファクシミリ受信機

が動作と停止を繰り返し、次

々と送られてくる画像を適切

に受信記録することが可能で

す。

MuP-FAXもこれに対応するように改良されました。インター

フェイス基板のファームウェアとPC用の表示ソフトが新しくな

り、コントロール画面の設定により、自動受信、自動記録、自動

停止を選択することができます。

会場では自動起動信号と停止信号が付与されたされたファクシ

ミリ信号を1台のMuP-FAXから送出し、もう1台のMuP-FAX

で受信する実演を行っています。

モニター画面
MuP-FAXは、パソコンで高解像度のアマチュア・ファクシミ

リの送受信をするためのシステムです。年々ソフトに改良が加え

られ洗練されたものに進化しつつあります。現在ではカラー画像

の送受信が可能になっています。また、受信画像の表示WINDO

Wのサイズが自由に

変更できるようにな

りました。

これまでは副走査

が縦に行われていた

ので気象FAXのよ

うに横長に表示すべ

き画像は見にくいも

のでしたが、横方向

への副走査ができる

ようになったので非

常に見やすくなりま

した。また、102副操作を横方向にして受信表示しているところ裏側には縦方向の

副操作をしている画面が隠れている。

4×768以上のディスプレーでも横位置ならフルサイズの画像を

ほぼそっくり表示できます。1600×1200のディスプレーなら

縦でも横でもフルサイズの表示ができます。

もっともMuP-FAXの受信データは受信時のモニター表示の状

態にかかわらずフルサイズで記録されているので、JPEGに変換

すれば自在に操作できます。

制御パネル
更に制御パネルが画像表示WINDOWから独立してデスクトッ

プの好みの場所に移動できるようになっています。受信開始、停

止、あるいは送信開始、停止などの制御ボタンが並んでいるパネ

ルが、受信画像モニタの画面と切り離されて自在に移動できるの

で、ディスプレー画面全部を使って受信画像を表示できます。仮

にディスプレーのサイズが小さめだったとしても、受信画像の上

に重なっている制御

パネルをじゃまにな

らないところに動か

して隠れている部分

を見ることができま

す。

頒布基板
展示しているMup-

FAXは、頒布基板に

部品を実装したもの

です。両面スルーホール基板となります｡ 大きさは、190×13

0mmで、タカチのUS-20-5-14というタイプのケースに収め

られるようになります｡

基板の頒布は終了しています。

JS1LFB

エクセルで免許申請
パソコンで簡単に入力できるようにしたのが「一太郎で免許

申請」でした。ファイルを残しておけば、次の申請のときにも流

用することができるので大変便利です。

免許申請書から、事項書、工事設計書、TSSへの保証願書、

封筒など一切合

切をパソコンで

入力し、プリン

トアウトできる

ようにしてあり

ます。

各種の入力欄

では決まり切っ

た文言の中から

選んで入力ます。



その欄をクリックするとリストが現れ、目的の語句を選ぶことに

よって入力できます。

例えば上の画面のように事項書の電波の型式入力欄で、28M

Hz帯の欄をクリックすると使用可能な一括表示型式が現れるの

で該当するものを選択するといった入力が可能になっています。

また、チェックを入れるところも同様です。

会場では、実際のファイルを使用して入力を試すことができま

す。ご希望の方は係員にお声をかけて下さい。

なお、現在は再免許申請の際は事項書と工事設計書の提出を必

要しません。FAX-DVDROMに収められています。

JK1EWY

FAX関係説明書集
これまでファクシミリ・クラブで発行してきたアマチュア・フ

ァクシミリ改造、送受信の方法、服属機器の製作などの説明書を

PDFファイルにし、パソコン画面上で一挙に閲覧できるように

しました。写真の目次の説明書をクリックするとそれぞれの説明

書を表示します。

それぞれの説明書の目次でその項目をクリックすると目的の記

事を表示させることが可能です。クラブで頒布中のFAX-DVDR

OMに収められています。

PDFファイルなのでA

dobe Acrobat Reade

rが必要ですが、これは

無償で配布されているの

で、雑誌などの付録CD

かあるいはADOBEEの

ホームページからダウン

ロードしてインストール

してください。

会場でも見られるよう

になっています。ご希望

の方は係にお声をかけてください。

バナファクス1000
アマチュア・ファクシミ

リの原点ともいえる機械で

す。アマチュア・ファクミ

リのブームを引き起こした

ミニファクスには及びませ

んが、多くのファクミリ愛

好家がこの機械を手に入れ

改造してF4の電波を出して

いました。

小型であること、DC12

Vでも動作することから車に積んで、走行中にファクミリの電波

を出す局もあったくらいです。機構も簡単で壊れにくく改造もし

やすかったといういいところずくめの機械ですが、記録紙の入手

難から現在実際に動かしている局はないといってもいいでしょ

う。

記録紙と送信原稿を同じドラムに手で巻き付けて使用します。

記録紙はA4に限られます。送信の場合はキャリアといわれる透

明なA4サイズのホルダに挟むことによって小さな原稿でも使用

可能です。

PICチューニング・インジケーター
PICを利用したマルチモードのチューニング・インジケーター

です。アマチュア・ファクシミリ、ミニファクスの電話FAXモ

ード、CWの3種類を切り替えて表示させることができます。モ

ードの切り替えはマルチモード・ジェネレーターと同じです。

信号の処理をPICで行うのでフィルター回路がありません。そ

のため、目的の周波数に合わせる調整が不要です。製作すればそ

のまま使用可能となります。また、プログラムを変更することで

様々なモードのチューニング・インジケーターとすることができ

ます。

表示はLEDバーグラフと

液晶表示器上のバーグラフ

と2通りの方法があります。

16F877の場合はI/Oポー

トが多いので23ポイントの

バーグラフを苦もなく実現

できます。

展示しているものはPIC

16F877を使用しています

が、16F873でも全く同一のプログラムで動作します。表示LE

Dの数を少なくすることによって16F84を使用することも可能

です。プログラムファイル(HEX FILEのみ)または、書き込み済

みのPICを希望する方は係員にお申し出ください。

PIC16F84によ

るLED8ポイントの

チューニングインジ

ケーターとPIC15F

877による液晶表

示のチューニングイ

ンジケータについて

は、説明書「PICで

遊ぼう」に詳しいこ

とを記してあります。

また、16F877を用いたチューニングインジケーターをプリ

ント基板に組んだものも展示してあります。これは、LED表示、

液晶表示のいずれにも使用可能なものとなっています。

JK1EWY

自動受信と自動停止が可能な
MuP-FAX

自動起動と自動停止
気象FAXやひまわりの衛星から雲写真などの送信には、画像

が送られる前に起動信号が、画像の後には停止信号が付けられて

います。これにより、自動的にファクシミリ受信機が動作と停止

を繰り返し、次々と送られて

くる画像を適切に受信記録す

ることが可能です。

MuP-FAXもこれに対応す

るように改良されました。イ

ンターフェイス基板のファー

ムウェアとPC用の表示ソフ

トが新しくなり、コントロー

ル画面の設定により、自動受信、自動記録、自動停止を選択する

ことができます。

会場では自動起動信号と停止信号が付与されたされたファクシ

ミリ信号を1台のMuP-FAXから送出し、もう1台のMuP-FAX

で受信する実演を行っています。

モニター画面
MuP-FAXは、パソコンで高解像度のアマチュア・ファクシミ

リの送受信をするためのシステムです。年々ソフトに改良が加え

られ洗練されたものに進化しつつあります。現在ではカラー画像

の送受信が可能になっています。また、受信画像の表示WINDO

Wのサイズが自由に変更できるようになりました。

これまでは副走査が縦に行われていたので気象FAXのように

横長に表示すべき画像は見にくいものでしたが、横方向への副走

査ができるようになったので非常に見やすくなりました。また、

1024×768以上のディスプレーでも横位置ならフルサイズの

画像をほぼそっくり表示できます。1600×1200のディスプレ

ーなら縦でも横でも

フルサイズの表示が

できます。

もっともMuP-F

AXの受信データは

受信時のモニター表

示の状態にかかわら

ずフルサイズで記録

されているので、J

PEGに変換すれば

自在に操作できま

す。

副操作を横方向にして受信表示しているところ裏側には縦方向の

副操作をしている画面が隠れている。



制御パネル
更に制御パネルが画像表示WINDOWか

ら独立してデスクトップの好みの場所に

移動できるようになっています。受信開

始、停止、あるいは送信開始、停止など

の制御ボタンが並んでいるパネルが、受

信画像モニタの画面と切り離されて自在

に移動できるので、ディスプレー画面全

部を使って受信画像を表示できます。仮

にディスプレーのサイズが小さめだった

としても、受信画像の上に重なっている

制御パネルをじゃまにならないところに

動かして隠れている部分を見ることがで

きます。

高速化を実現したカラーFAX

M

u

P-FAXによるカラ

ーファクシミリ通信

は、通常の白黒モー

ドの約3倍の時間が

かかります。

そこで、通信時間

を更に短くするため

にアマチュア・ファ

クシミリモードの120回転を倍の240回転に上げることにしま

した。元々MuP-FAXは、「ひまわり」を受信するために240回

転のモードをもっているのでハードウェアはそのまま使えます。

これにより、A5判の画像データを用いたカラーファクシミリ

通信の所用時間が6.75分と十分実用になるものとなりました。

また、HF帯での通信でも大きな画像劣化は見られないことが

分かっています。

頒布基板
展示しているMup-FAXは、頒布基板に部品を実装したもので

す。両面スルーホール基板となります｡ 大きさは、190×130

mmで、タカチのUS-20-5-14というタイプのケースに収めら

れるようになります｡

基 板 の

頒 布 は 終

了 し て い

ます

。

JS1LFB

MuP-FAXをLAN接続
MuP-FAXとパソコンとはRS232Cで接続されます。最近の

ノートパソコンにはRS232Cの端子がないものがほとんどです。

MuP-FAXをノートパソコンで使用するためにはUSBをRS23C

に変換する必要があります。USB-RS232C変換アダプターを

利用する方法がありますが、MuP-FAXに使用した場合受信のみ

で送信ができません。

そこで考えたのが

ネットワークを使っ

て接続する方法です。

MuP-FAXのシリア

ルポートを「Xport」

というモジュールを

使用してネットワー

クに接続します。最

近のノートパソコン

はほとんどが10bas

eTか100baseTの端子を供えています。

ハブを介してネットワーク接続してあってMuP-FAX用のソフ

トがインストールされているパソコンならどれからでもMuP-F

AXを使用することが可能になります。

Xportを搭載した変換基板は63×90mmで片側にシリアルケ

ーブル接続用のDsub 9pinコネクターが、反対側にLANコネク

ターが取り付けられています。

JS1LFB

オートロータリースイッチ
プッシュスイッチ一個で多回路多接点のロータリースイッチを

構成することができます。プッシュスイッチを押すことによって

ロータリースイッチの軸が回転します。目的の切り替え位置を表

示したときにもう一度プッシュスイッチを押すとその位置で軸の

回転が止まりその接点が接続されます。さらにもう一度スイッチ

を押すと初期状態に戻ります。

実際にはプッシ

ュスイッチでPIC

のプログラムを動

作させ、PICに接

続されたリレーを

制御しています。

PICとリレーの組

み合わせにより回

路数と接点数は使

用するリレーとそ

の種類、数により

自由に設定するこ

とができます。

機械式のロータリースイッチでは頭が痛くなるような複雑な回

路の組み合わせの切り替えも楽に設定できます。ただしリレーの

数が増えるという難点はあります。

利点は操作部と切り替え部が離れている遠隔操作方式なので、

パネルに大きなロータリースイッチを取り付ける場所がなくても

よいということです。液晶表示器やダイオード表示との組み合わ

せでスマートなパネル面に仕上げることが可能な利点もありま

す。

MuP-FAX CUBE51の切り替えでは8回路5接点のスイッチ

を構成しています。MuP-FAX CUBE51の切り替えについては

次項を参照してください。

小型化 LED XYスコープ2点
以前発表されたドットマトリクスLEDを用いたクロスパター

ン表示のチューニング・インジケーターの表示部に新しい基板が

製作されました。これまでのLEDチューニング・インジケータ

ーは回路部と表示部が同じ大きさの2枚の基板からできており、

この2枚を2階建てに組み合わせて使用しました。

今回は、マイク/FAX切り替

え器やMuP-FAXなどのケー

スに組み込みやすいように、

回路基板を横にし、表示部を

立てられるようにしました。

小型のドットマトリクスLE

Dをコネクターを用いて回路基

板に垂直に立てられるように

してあります。

復調回路を調整することに

よってRTTYにも使用できます。

JS1LFB

MuP-FAX CUBE51に組み込まれている切り替え回路

の基板、リレー5個が使用されている。



一方復調回路には代わ

りありませんが新たに

小型基板に制作し、16

×16ドットの小型ドッ

トマトリクスLED表示

器をユニバーサル基板

に直角に直接取り付け

て制作してケースに組

み込みやすくしました。

JO1XBE

他に蛍光表示館やPI

Cと液晶表示器を使

用した、チューニン

グインジケーターも

展示ています。

MuP-FAX CUBE51 切り替え器
キューブ型のベアボーンキットで製作した小型パソコンにMu

P-FAXを組み込み、MuP-FAXの入出力をケースフロントのラ

イン出力とマイク入力のジャックを利用してトランシーバーと接

続できるようにして

あります。MuP-FA

Xだけでファクシミリ

の送信と受信をする

ならこのままでもい

いのですが、WXSAT

やJVCom32などの

ファクシミリソフト

を使用する場合や、F

AXの信号をこれらの

ソフトで受信して確

認する場合など、信

号を切り替えられる

と便利です。

切り替えはすべてCUBE51の中で行うこと、前面パネルの使

用可能な部分が少ないので切り替えスイッチの数は少なくするこ

と、切り替え表示をわかりやすくすることなどを考慮してありま

上段が5インチベイに組み込んだMuP-FAX部分で、左寄り

の四角いボタンが切り替え制御用のプッシュスイッチ。切り

替え選択が決定されるとスイッチ内のLEDが点灯する。下の

3.5インチベイにLCD表示部を組み込んである。

す。

切り替えモードは次のようなものを設定してあります。

1 MuP-FAXで受信、マイクの出力をトランシーバーへ

2 MuP-FAXで受信、MuP-FAXの出力をトランシーバーへ

3 MuP-FAX送信出力をPC-FAXで受信

4 PC-FAXの送信出力をMuP-FAXで受信

5 PC-FAXで受信、PC-FAXを出力をトランシーバーへ

※PC=CUBE51

なお、PC本体とパネルとの接続は元々使われていたコネクタ

ーとケーブルをそのまま流用しているのでPCには改造の手を加

えてありません。

免許の電子申請手順
電子申請の手続き

は、その準備もさる

ことながら入力も面

倒で、効率を考える

と選択すべき方法で

はありません。ファ

クシミリ・クラブで

頒布している「エク

セルで免許申請」が

もっとも推奨すべき

申請方法だと思われ

ます。

それでもメリットがないわけではありません。電子申請のメリ

ットは、締め切りがぎりぎりの23時59分まで、延びるというこ

とでしょうか。また、多少の記入間違いがあっても後日修正が簡

単にできるのも便利です。送金はペイジーを使えるのでインター

ネットバンキングの環境があれば、手数料の納付も簡単です。

電子申請の方法と手順をそれぞれの入力例を実際の画面を使い

ながら説明してあります。

WEB型式になっており、任意の見出しをクリックすると該当

画面が右側のフレームに表示されます。会場のPCでご覧になれ

ます。「エクセルで免許申請」を納めたCD-ROMに一緒に納め

られています。

LED XY SCOPE
従来からあるオシロスコープのX-Y表示をドットマトリクスＬ

ＥＤに置き換えて表示するものです。 87.5×87.5cmの両面

プリント基板に3mmのLEDを256個取り付けるようになってい

ます。この表示部のほかに、バンドパスフィルターとLED駆動

のための回路が必要ですが、これも同じ大きさの基板を用意しま

した。

できあがった2枚の基板を背中合わせ

に重ねて組み合わせるとクロスパターン

表示器ができあがります。これに電源を

接続し、信号を入れれば、そのままで使

用可能です。コンパクトなのでファクシ

ミリ用インターフェイスやRTTY復調機

などに内蔵させることが出来ます。一方

小型のケースに組み込んで独立したクロ

スパターン表示器とすることもできます。

この基板は頒布をしています。 JO1XBE

万能型FAXマイク切り替え器
付属機器とトランシーバーとの接続は簡単なことなのですが、

マイクロフォンと付属機器との切り替え、マイクコネクターの形

状の違いなどを考えるとついおっくうになります。特定の周波数

帯でトランシーバー1台の運用ならならまだしも、HFとVHF、

あるいはUHFなどと複数の周波数帯で運用するとなるとどうし

てもマイクコネクタの形状

が異なってきます。

それぞれのトランシーバ

ーに合わせたコードを用意

し切り替え回路の出力を接

続してFAXの信号は入れら

れても、マイクコネクタの

形状と接続方法がことなる

ため、簡単には使えないケ

ースがあります。

そこで切り替え器を製作するわけ

ですが、とかく特定の組み合わせに

限定されてしまいます。そこで、考

えられたのがどのメーカーのマイク

コネクターの接続方式にも対応す

る、万能型FAX（付属機器）マイク

切り替え器です。

使用するマイクやトランシーバーに応じて、内部のジャンパー

で設定を変更できるようになっています。3台までのトランシー

バーを同時に接続してそれぞれを切り替えられるようにしてあり

ます。

プリント基板を製作しました。コネクタも含めたすべてのパー

ツを基板上に搭載するので、面倒な配線は一切不要です。また、

基板を完成させれば、MuP-FAXと同様そのままでも使用可能に

なります。切り替えにはリレーを用いており、動作の信頼性が高

いものとなっています。

JS1LFB



MuP-FAX CUBE51
MuP-FAXをキューブ型パソコンのケースに組み込み一体化さ

せました。

185×200×300mmのきわめて小さいケースですが、機能

はデスクトップ型に勝るものを持っています。オンボードでグラ

フィック機能、サウンド、LAN、をそなえています。さらにAT

A133、USB2.0が前面と背面に2ポートずつ計4ポート、IEEE

1394が前面に2，背面に1、SPDIF INとSPDIF OUTが各1、

などとなっており、ないのはRAIDくらいです。

これらの機能はともかく、ケースの構造がMuP-FAX基板を組

み込むのに適しています。

ケースの構造によ

ってはMuP-FAX基

板を5インチドライブ

の大きさのケースに

一旦組み込んでからP

Cケースに取り付けな

ければなりません。

しかし、このSS51G

では、1つの5インチ

ベイと2つの3.5イン

チベイが一体になっ

ており、そっくり取

り外せるようになっ

ています。そして、

最上段の5インチベイと2番目の3.5インチベイの境は階段状に

なっています。この部分に5インチのドライブを乗せることがで

きます。

ドライブと同じ大きさの板を乗せて、その上にMuP-FAX基板

をスペーサーとビスで取り付けてあります。

フロントパネルもアルミでできており、そこにアクリル板が張

り付けてられています。ここにMuP-FAXの前面のスイッチやL

EDのための穴をあけ、MuP-FAXのパネルとしてそのまま使用

しています。

SS51Gでは、前面のラインアウトジャックとマイクインのジ

ャックにつながるケーブルは、先端のコネクターでマザーボード

に接続されています。このコネクターをマザーボードから外して、

MuP-FAX基板側に接続することによって前面パネルの入出力ジ

ャックをMuP-FAXの入出力に流用しています。

ケース自体には一切手を加えずにMuP-FAX内蔵のパソコンを

組み上げてあります。

また、他のパソコンFAXソフトでオーディオ入力端子を使用

するものとMuP-FAXとの切り替えがこの部分をうまく利用する

とスマートに処理できます。 JK1EWY

液晶表示器と蛍光表示管で
XYスコープ
XYスコープをドットマ

トリクスLEDではなく、液

晶表示器に表示させていま

す。液晶表示器の制御には

AKI80を利用しています。

また、同様にして蛍光表示

管にも表示させてみまし

た。

表示器か横長であるため

クロスパターン表示では、横方向が余ってしまいます。適切なサ

イズの液晶表示器かまたは、蛍光表示管を使用することができれ

ばかなりコンパクトなXYスコープを製作することが可能になり

ます。 JO1XBE

PICチューニング・インジケーター
PICを利用したマルチモードのチューニング・インジケーター

です。アマチュア・ファクシミリ、ミニファクスの電話FAXモ

ード、CWの3種類を切り替えて表示させることができます。モ

ードの切り替えはマルチモード・ジェネレーターと同じです。

信号の処理をPICで行うのでフィルター回路がありません。そ

のため、目的の周波数に合わせる調整が不要です。製作すればそ

のまま使用可能となります。また、プログラムを変更することで

様々なモードのチューニング・インジケーターとすることができ

ます。

表示はLEDバーグラフ

と液晶表示器上のバーグ

ラフと2通りの方法があ

ります。16F877の場合

はI/Oポートが多いので2

3ポイントのバーグラフ

を苦もなく実現できま

す。

展示しているものはPI

C 16F877を使用していますが、16F873でも全く同一のプロ

グラムで動作します。表示LEDの数を少なくすることによって1

6F84を使用することも可能です。プログラムファイル(HEX FI

LEのみ)または、書き込み済みのPICを希望する方は係員にお申

し出ください。

PIC16F84によるLED8ポイントのチューニングインジケー

ターとPIC15F877による液晶表示のチューニングインジケー

タについては、説明書「PICで遊ぼう」に詳しいことを記してあ

ります。

また、16F

877を用いた

チューニング

インジケータ

ーをプリント

基板に組んだ

ものも展示し

てあります。

これは、LED

表示、液晶表示のいずれにも使用可能なものとなっています。

JK1EWY

パソコンFAX説明書
WXSat、JVCom32それにMuP-FAX

と3種類のファクシミリ用ソフトについて

の、初期設定、操作方法などについて画面

の写真入りで説明をしてあります。

WXSatとJVCom32は、両者ともオン

ラインマニュアルが英文であるため、設定

にとまどうところがあります。それをわか

りやすく解説したのが本書です。

いずれもサウンドプラスターとソフトがあればファクシミリの

受信あるいは送信（JVCom32）ができるものです。

JS1LFBが開発したMuP-FAXは、インターフェイスを必要

としますが、アマチュア・ファクシミリ用としては魅力のあるシ

ステムです。



PC TX 一体型MuP-FAX
MuP-FAXをパソコンのケースに組み込み一体化させました。

MuP-FAXとトランシーバーを組み込んだフルタワーパソコン

パソコンのケースにMuP-FAXを組み込むにはフロントベイに収

めるのが望ましい方法ですが、そのためには適切なケースを用意

しなければなりません。フロントベイに合うケースを新たに製作

するのは費用と手間を考えると得策ではありません。そこで考え

たのがジャンクのCDROMドライブのケースです。

単にMuP-FAXをパソコンの中にはめ込むだけではなく、使い

やすくするために工夫が凝らされています。信号の切り替え回路、

モニター回路をサブ基板に組んでケース内に収めてあります。こ

の切り替え回路ではマ

イクとMuP-FAX、サ

ウンドブラスターの入

出力とMuP-FAXなど

が切り替えられます。

切り替えスイッチはフ

ロントパネルに設けら

れています。

入出力のコネクター

類もフロントパネルに

取り付けられています。

マイクロフォン、トランシーバー接続、サウンドプラスターなど。

トランシーバーは、YAESUのFT2312で1200MHz用のも

のです。電源はパソコンの12Vを使用しています。電源の容量

と放熱の関係から、10Wでの運用は無理で現在は1Wでのみ使

用しています。

PIC LEDスペアナ
LED表示のチューニングインジケーターは、1350Hzから24

50Hzまでの間を50Hzステップでそれぞれの周波数を検出し、

該当するLEDを点灯させます。

これはスペクトラムアナライザーでいえば横軸となります。ス

ペアナの縦軸は信号のレベルを表示します。LED表示のチュー

ニングインジケーターを12段縦に並べ、この縦軸部分をLEDレ

ベルメータードライバで駆動すれば、スペアナになります。

ドライバーICはロームのBA682Aを使用しています。これは、

バーグラフ表示とドット表示を切り替えてどちらでも使用できる

ものです。また、ACの信号をそのまま入れることができるので

整流回路を必要とせず、この部分の回路を簡単にすることが可能

です。

今回はジャンクで入手した20ドット×24ドットのマトリクス

LEDを使用してあります。実

際にはこのうちの12×23ド

ットを使用しています。横軸

の23列で1350Hzから245

0Hzまでと縦軸の12ポイン

ト表示が可能です。

プログラムはLED表示のチ

ューニングインジケーター用

に組んだSP21D.BAS、SP2

1D.HEXをそのまま使用して

います。

新たに製作したのは試作ということもあってドットマトリクス

LEDとレベルメータードライバー、スイッチングトランジスタ

などによる表示部だけです。PICの部分はPICプログラム評価ボ

ードを使用しています。実際には後述のPIC LEDチューニング

インジケーターと組み合わせます。

今後は、両者を一体化し、かつ32×32mmで16×16ドット

のマトリクスLEDを2個並べて小型化して、本格的なものを製作

する予定です。

PIC マルチモード・ジェネレーター
以前に発表したBASIC STAMPⅡを利用して製作したものを

PICに置き換えたものです。BASIC STAMPⅡはプログラムを

組むのが非常に簡単ですが、最近価格が上がって気易く使用でき

ない状態になっています。一方PICは、機能が豊富な16F877

でも1,000円、簡単な16F84なら380円という手頃な価格で入

手できます。というわけでBASIC STAMPⅡからPICへ乗り替

えることにしたのです。

プログラムメモリの容量の大きいものを利用することによって

かなり複雑な仕事をさせることができるので信号の種類をLED

でなく液晶表示器に文字そのもので表示することにしました。

スタートSWを押すと液晶表示器に表示されるモードが切り替

わっていくので目的の信号になったときに同じスイッチを押すと

そこで表示が固定され、信号が出力されます。

アマチュア・モードの位相信号と主走査方向に変化するグレー

スケール、位相信号と副走査方向に変化するグレースケール、位

相信号のみ、黒信号の1500Hz、白信号の2300Hz、ミニファ

クスの電話FAXモードのキャリア1900Hz、CWトーンの800

Hzの7通りの信号を選択することができます。信号の種類はプ

ログラムを変更することによって追加

したり変更したりすることができます。

展示しているものはPIC 16F873を

使用していますが、16F84でもジェネ

レーターを製作することができます。

ただし、その場合は液晶表示ではなく、

LED表示になります。

プログラムを書き込んだPICを希望する方は係員にに申し込ん

でください。

PICチューニング・インジケーター
PICを利用したマルチモードのチューニング・インジケーター

です。アマチュア・ファクシミリ、ミニファクスの電話FAXモ

ード、CWの3種類を切り替えて表示させることができます。モ

ードの切り替えはマルチモード・ジェネレーターと同じです。

信号の処理をPICで行うのでフィルター回路がありません。そ

のため、目的の周波数に合わせる調整が不要です。製作すればそ

のまま使用可能となります。また、プログラムを変更することで

様々なモードのチューニング・イン

ジケーターとすることができます。

表示はLEDバーグラフと液晶表示

器上のバーグラフと2通りの方法があ

ります。16F877の場合はI/Oポート

が多いので23ポイントのバーグラフ

を苦もなく実現できます。

展示しているものはPIC 16F877

を使用していますが、16F873でも全く同一のプログラムで動

作します。表示LEDの数を少なくすることによって16F84を使

用することも可能です。プログラムファイル(HEX FILEのみ)ま

たは、書き込み済みの

PICを希望する方は係

員にお申し出ください。

PIC16F84によるL

ED8ポイントのチュー

ニングインジケーター

とPIC15F877による

液晶表示のチューニン

グインジケータについ

ては、説明書「PICで遊ぼう」に詳しいことを記してあります。

また、16F877を用いたチューニングインジケーターをプリ

ント基板に組んだものも展示してあります。これは、LED表示、

液晶表示のいずれにも使用可能なものとなっています。

LED XY SCOPE
従来からあるオシロスコープのX-Y表示をドットマトリクスＬ

ＥＤに置き換えて表示するものです。

JO1XBEは、16×16のドットマトリクスLEDを用いて、様

々なタイプのクロスパターン表示器を製作してきましたが、いず

れもジャンク品を使用したものであるため、製作記事の発表を控

えていました。肝心なドットマトリクスLEDが簡単に入手でき

ないのでは、その記事によって製作することが出来ないからです。



そこで、市販のLEDを取り付けるだけで完成させられるよう

に専用基板を製作し頒布することにしました。

87.5×87.5cmの両面プリント基板に3mm

のLEDを256個取り付けるようになっていま

す。この表示部のほかに、バンドパスフィルタ

ーとLED駆動のための回路が必要ですが、これ

も同じ大きさの基板を用意しました。

できあがった2枚の基板を背中合わせに重ね

て組み合わせるとクロスパターン表示器ができあがります。これ

に電源を接続し、信号を入れれば、そのままで使用可能です。コ

ンパクトなのでファクシミリ用インターフェイスやRTTY復調機

などに内蔵させることが出来ます。一方小型のケースに組み込ん

で独立したクロスパターン表示器とすることもできます。最も簡

単なのは、10枚入りのフロッピーケースを利用する方法です。

透明なケースに半透明なシールを貼ると、基板などは見えにくく

なり、点灯したLEDだけが見えるので見栄えがするものになり

ます。

この基板は頒布をしています。 JO1XBE

1組3,000円

PIC プログラム評価基板
PICでプログラムを組んだときに実際に回路と組み合わせてそ

のプログラムが動くかどうか確認する必要があります。プログラ

ムによって回路接続も異なってきます。実際にプログラムを開発

して、PICライターで書き込みを行ったものを回路に組み込んで

動作させ、プログラム

が希望どおりに正しく

動くかどうか確認する

わけです。確定した回

路がある場合は別とし

て、通常は、回路も実

験的なものであり、プ

ログラムとの兼ね合い

でたびたび変更が加え

られることが多いもの

です。また、開発した

つもりのプログラムが思うように動作せず、組み上げた回路が無

駄になる場合もあります。

製作した回路が正常かどうかという確認をするのも困難な場合

があります。プログラムが悪いのか回路が悪いのか判断できませ

ん。そこで、様々なプログラムに対応できるPICの動作確認回路

を用意しようというわけです。

入力側は、パルス、ON/OFF、音声（トーン）、出力側は、パ

ルス、ON/OFF、音声（トーン）、LCD表示などです。

この基板上でマルチモード・ジェネレーターやチューニング・

インジケーターの動作をせさることができます。

ユニバーサル基板で製作することもできますが、今回は両面ス

ルーホール基板を製作してもらいそれに回路を組みました。

希望者が多ければ頒布を検討します。

液晶CWチューニング・インジケーター
BASIC STAMPⅡ

を利用したデジタル方

式のチューニング・イ

ンジケーターです。液

晶表示器にバーグラフ

を描かせることによっ

て同調指示をさせま

す。BASIC STAMP

Ⅱの処理速度とプログ

ラムメモリーの容量の

制限があってCW用の

みです。アマチュア・ファクシミリの位相信号を捉えるには処理

速度が足りません。その他のミニファクス、あるいはRTTYなど

のモードには使用可能ですがそれぞれ専用とする必要がありま

す。複数のモードを一緒に組み込むにはプログラムメモリの容量

が足りません。

液晶の表示に関してはこちらの方が完成した形になっていま

す。PICを使用したものでは、液晶の取り扱いにまだ不慣れな点

があるので改良の余地があります。

ファクシミリ同調指示器
（ＣＷ用にも使える）

70.2×55.32の基板上にＬＥＤ表示器も含めてすべて組み込

んであります。11Ｖ～18ＶのＤＣ電源とトランシーバーの受信

出力信号を接続するだけで動作させることが可能です。パネルに

直接取り付けることを考慮した部品配置をしてあります。この大

きさなので、8mmビデオテープのケースに組み込むこともでき

ます。

アマチュア・ファ

クシミリや気象ＦＡ

Ｘなどを受信すると

きには、復調信号の

周波数が白で2300

Ｈｚ、黒で1500Ｈ

ｚとなるように正確

にダイヤルを合わせ

る必要があります。

正しく同調したとき

に、ＬＥＤレベルメーターが最大値を示すように工夫した回路を

用いてあります。

検出周波数を800Ｈｚに変更すれば、ＣＷ用のチューニング

・インジケーターとして使用することができます（ＣＱ誌1994

年6月号の製作記事）。基板を頒布中です。700円（製作マニュ

アル付）

マルチモード・ジェネレーター
IC一個にごくわずかな部品を取り付けるだけで製作することが

できます。アマチュア・ファクシミリのグレースケールや位相信

号の他にCWの800Hz、あるいはモールス符号などといったも

のまで自由に発生させることができるテスト信号発生器です。

3種類のテスト信号

発生器を製作してみ

ました。一つは、8m

mビデオカセットテー

プのケースに電池と

スピーカーとともに

組み込んだものです。

二つ目（写真）は、

操作性を優先し、そ

れぞれのプッシュボ

タンを押すことによって目的の信号をワンタッチで選択できるよ

うにしたものです。もう一つはファクシミリの位相信号のタイミ

ングを外部クロックで制御するものです。これはモードの切り替

えにロータリーSWを用いています。

PARALLAXのベーシックスタンプⅡというマイクロコンピュ

ーターを利用するものです。24ピンのICの形にまとめられてお

り、この中に、PBASICインタープリターチップ、EEPROM、

5Vのレギュレーター、レゾネーターなどが収まっています。マ

イコンを利用したものではプログラムの書き込みが面倒ですが、

このベーシックスタンプⅡでは、ロムライターのようなものを必

要としません。MS-DOS Ver2以上が動作するIBM-PCかまた

はその互換機によってきわめて簡単にプログラムの書き込みがで

きます。

なお、ベーシックスタンプⅡは秋葉原の秋月電子で購入するこ

とができます。

マルチモード
チューニング・インジケーター

本格的なマルチモードチューニング・インジケーターです。C

Wチューニング・インジケーターが基本になっています。専用の

プリント基板を用意して製作しました。

マルチモードとなると、実際にはファクシミリに3種類、RTT

Y、HFパケットと合計5つのモードがあります。周波数の偏移が

あるアマチュアモードのファクシミリとRTTYを考えると合計で



7種類の周波数に対応させることになります。

すべてを満足させるとなるとバンドパスフィルター部が7回路

と表示器が2組必要になります。これを1枚の基板で製作しよう

とすると基板が大きくなってしまうことと、表示器の並べ方が1

列にしかできないという制約がでてきます。

そこで、表示器を1組とバンドパスフィルター回路を5組載せ

た基板を製作しました。

2周波数を同時に見るインジケ

ーターを製作する場合は、この

基板を2枚組み合わせるかあるい

はCWチューニング・インジケー

ター基板を組み合わせます。そ

のために、この基板は、CWチュ

ーニング・インジケーターの基

板の横にバンドパスフィルター部の基板を並べた形にしてありま

す。大きさもCWチューニング・インジケーター基板の2倍にな

るようにしました。

CWチューニング・インジケーターと同様、ロータリースイッ

チも含めて基板上にすべての部品が載るので、基板に部品を取り

付ければ、回路は完成で、電源を接続して信号を入れれば動作す

るようになります。もちろん、基板上のジャンパー線4本の接続

と、完成後の調整は必要です。

ファクシミリ・クラブ ホームページ
ファクシミリ・クラブのホームページでは、クラブ事務局から

会員宛の連絡を掲示するほか、アマチュア・ファクシミリに関連

のある資料、情報などを掲載しています。会員以外の方でも自由

に閲覧できます。「アマチュア・ファクシミリ関連記事総索引」

の全データを入力してあります。

URL

http://www.jk1ewy.sakura.ne.jp/club/clubindex.htm

デジタル・チューニング・インジケーター
これもベーシックスタンプⅡを利用したものです。通常のアナ

ログ回路によるチューニング・インジケーターを製作するために

は、どうしてもバンドパスフィルターを組み込む必要があり、こ

の通過周波数の調整が必須です。

調整には当然測定器かあるいはそれに変わるものを用意しなけ

ればなりません。それに対して、マイコンを利用したものではデ

ジタルで処理するため、フィルター回路を必要とせず、無調整で

済ますことができます。

ファクシミリ用のチューニング・インジケーターとして、50

Hzステップで表示できるものを考えてみました。ダイヤルが実

際の周波数より高低いずれかにずれた場合のことを考慮して、下

を1350Hz、上を2450Hzまで表示できるようにしました。

合計で23ポイントになります。ベーシックスタンプⅡのI/O

は、全部で16しかありませんが、IOの一つをLED切り替え制御

信号用として、15ポイント目以上のLEDを切り替えて点灯でき

るようにしてあります。

マイコンによる処理なので、プログラムを書き換えることによ

って表示する周波数範囲を自由に変えることができます。左半分

をCWチューニング・インジケーターに、右半分をファクシミリ

用チューニング・インジケーターなどとすることも勿論できま

す。あるいは、切り替えスイッチを設けてマルチモード対応とす

ることも可能です。

試作品では、信号処理部とLED表示部とを別々のユニバーサ

ル基板に組んであります。LEDアレーは、一つ一つのLEDが電

気的に完全に独立しているものです。従ってバラのLEDを必要

個数並べて使用することができます。

ファクシミリ・セレクター
ファクシミリ機器を接続する受信機（トランシーバー）が複数

ある場合、それらのオーディオ出力信号を切り替える必要が出て

きます。簡単なのは、プラグを抜いては目的の受信機のオーディ

オ出力ジャックに差し込むといった作業を繰り返すことです。受

信機に接続するものがファクシミリ1台だけならそれでも十分で

すが、ファクシミリが複数台、さらにＳＳＴＶやＴＮＣといった

ものが加わるとケーブルとプラグが錯綜してきます。同一受信機

に複数の機器を接続するとインピーダンスや適正信号レベルの違

いなどから、最良ではない状態で画像やデータを得ることになり

ます。

ファクシミリセレクターは、受信機を最大8台まで、ファクシ

ミリやＳＳＴＶなどの機器は、任意の台数まで接続し、それらを

好みの組み合わせで選択して信号を分配できるようにするもので

す。1台の受信機の信号を同時に多数の機器に相互干渉なく分配

することができます。

基本ユニットは1枚の基板で、2入力2出力となっています。

この基板を複数枚接続して必要な入出力端子の数を得られるよう

になります。これらの基板間はフラットケーブルを用いてディー

ジー・チェイン状に接続します。コネクターは16pinのＩＣソ

ケットとそれに合うプラグを用います。これは、ハンダ付け不要

で、簡単に圧着できる仕組みになっています。

通常セレクターを製作する場合、入出力と切り替えの信号線の

接続が面倒なものですが、これは切り替えスイッチと入力端子や

出力端子との間の信号線の引き回しをしなくてよいように工夫し

てあります。基板上にアナログスイッチを設けてあり、切り替え

用のＢＣＤコードを入力すれば、8本の入力の中から任意の信号

を選択することができます。入力と出力のジャックが基板上に取

り付けてあるので、この部分配線が不要です。

新新ＮＣＵ基板
これをミニファクスの背後についているＮＣＵ基板と交換する

ことによってミニファクスがアマチュア無線用として使用可能に

なります。（無改造でもアマチュア無線で使用できるが操作が簡

単になる）。基板（1、000円）を頒布しています。

ＭＦ120-ＧＭＳ基板
ミニファクスをアマチュアモードファクシミリや気象ＦＡＸが

受信できるように改造するための追加基板です。これを使用すれ

ば、ミニファクス本体側にはほとんど手を加えずに改造すること

ができます。147。3ｍｍ×116。8ｍｍの大きさでミニファク

スの背面の蓋に取り付けられるようになっています。ガラスエポ

キシ製。部品の高さに注意すればＣＯＮＴ基板上でも可能です。

ミニファクスのＡＭ復調回路の出力を切り替えて取り出せるよう

にし、ひまわりの信号も受信できるようになっています。

改造といってもＣＯＮＴ基板のパターンを切り、ＭＦ-120Ｇ

ＭＳ基板からのフラットケーブルを番号順に接続するだけなの

で、楽に処理することができます。接続の様子は、ＣＯＮＴ基板

を引き出してあるミニファクスで見られるようにしてあります。

また、その様子を写真でも見られるようにしてあります。

１２０回転アマチュアモードに改造した
ミニファクス

内部にほとんど手を加えずにアマチュアモードのファクシミリ

を受信できるように改造してあります。もちろん気象ＦＡＸやニ

ュースＦＡＸの受信もできます。ミニファクスの背面に取り付け

られているのがアマチュアモードで動作させるために必要な回路

です。ＦＭ復調回路と協動係数切り替え回路もこの基板（ＭＦ1

20-ＧＭＳ）に組み込んであります。スイッチで切り替えること

によってＡＭ変調の「ひまわり」画像を受信することができます。

詳細は「ミニファクス120回転改造説明書」をご覧ください。

ＦＡＸ回転数コンバーター
120回転のアマチュアモードのファクシミリの信号をそのま

ま希望する回転数に変換できたら、未改造のＧⅡ機でも受信する

ことが可能になります。それを実現してくれるのが回転数コンバ

ーターです。受信機に接続して、ファクシミリの信号を取り込む

ことができます。信号の処理にはＣＰＵとＳＲＡＭが使用されて

います。様々な回転数の信号を取り込み、これをメモリーに書き

込みながら同時にそれを読み出し、希望回転数のファクシミリの

画信号として出力することができます。表示用のＬＣＤをバック

ライト付きのものにを使用してあります。バックアップ電池を組

み込んで、データを長時間保持できるようになっています。
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「ひまわり」受信ガイドブック
気象衛星「ひまわり」の方位、仰角の求め方、「ひまわり」の

働きの概略、「ひまわり」用のファクシミリなどについての説明

などをＢ5判30ページの冊子「気象衛星ひまわり ＬＲ－ＦＡ

Ｘの受信」にまとめました。ミニファクスでひまわりを受信する

ための改造方法やループ八木アンテナのデータも記載してありま

す。1冊500円で頒布をしています。

パナファクス４５００改造説明書

ここに記載されている改造の手順はこれまで発表してきたパナ

ファクス1000や、パナファクス3000、あるいはミニファクス

などの改造と同じように一項目ずつ動作確認をしながら処理を進

めていくやり方です。また、ミニファクスと同様なるべく本体に

手を加えるのを最小限にとどめるようにしています。複雑なＭＯ

ＤＥＭ基板は取り外しこれには一切手を加えません。、新たにＦ

Ｍモードの復調回路と変調回路を組んだ小型の基板を差し込むこ

とになります。頒布中のプリント基板を利用した改造方法も記し

てあります。1部1、000円で頒布しています。

ＦＡＸ関連記事総索引

種類別と、書名別発行年月順との2種類の索引が収められてい

ます。アマチュア無線雑誌はもとよりパソコン関係の雑誌なども

含めて、過去（1988年12月現在まで）のアマチュア・ファク

シミリに関連する記事すべてを対象としています。頒布開始から

年月がたっているので現在の頒布価格は100円です。

最新データを追加したものはテキストファイルにしてフロッピ

ーに収めてあります。カンマ区切りファイルです。適当なデータ

ベースプログラムで読み込んで利用してください。フロッピーは

1、000円です。

データはクラブのホームページにも掲載してあります。

気象衛星「ひまわり」の受信
赤道上空36000ｋｍ上空にある気象衛星ひまわりからファク

シミリで送られてくる地球上の雲の様子を撮影した雲写真をＰＣ

－9801で受信するシステムです。会場では1691ＭＨｚ用の受

信設備がないのでＤＡＴとＭＤで録音した信号から受信していま

す。ミニファクスを改造したものでも受信しています。詳しいこ

とは「ひまわりガイドブック」をごらんください。

ＪＭＨの気象図の受信
ＨＦ帯を使って船舶向けに放送されている気象庁のファクシミ

リサービスをアマチュアモードに改造したファクシミリ機器や専

用コンピューターとプリンターを組み合わせたセットで実際に受

信しています。記念局の運用があるときはその影響を受けるので

ノイズが書き込まれてしまいます。きれいな画像はＤＡＴとＭＤ

で録音したものから得ることができるのでノイズのない画面をご

覧になりたい方は、クラブ員にお申し出ください。

気象ＦＡＸと「ひまわり」自動受信システ
ム

気象ＦＡＸと「ひまわり」のファクシミリは、画像の送信が始

まる前に起動信号を送出し、画像データの送出が終わると停止信

号を必ず送出します。この信号を用いてアマチュアモードに改造

したミニファクスでもこれらのファクシミリ信号をを自動受信で

きるようにするシステムを考えてみました。「ミニファクスのた

めの気象ＦＡＸ「ひまわり」自動受信アダプターは、ミニファク

スから独立しています。電源ＯＮ、スタート、停止、の三つの制

御をするための信号線とミニファクスに通電されているかどうか

をアダプターに知らせる信号線を接続するだけで使用できます。

ミニファクスは、電源のＯＮ、ＯＦＦの制御ができることを利

用して、気象ＦＡＸなどの受信でも自動的に電源を投入できるよ

うにしてあります。

ＰＣ－９８０１用ひまわり受信基板
ＰＣ－9801でひまわりの画像を受信するためのシステムに

は、ＰＣ－98ＦＡＸαⅡがありますが、これは、アマチュアが

自作したものです。製作費は、プリント基板も含めて約2万円程

度です。ＰＣ－9801ＶＭ以降の機種に適合しますが、プログラ

ムを若干修正する程度で、ＰＣ－9801ＦやＰＣ－9801Ｍなど

でも使用することが可能です。 ハムファア用に若干枚数を用意

して会場で頒布しています。ソフトウェア、回路図等とセットで

15、000円です。
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マチュアモードに改造した
パナファクス４５００

項目ずつ動作確認をしながら処理を進めていく改造です。また、

ミニファクスと同様なるべく本体に手を加えるのを最小限にとど

めるようにしています。複雑なＭＯＤＥＭ基板は取り外しこれに

は一切手を加えません。新たにＦＭモードの復調回路と変調回路

を組んだ小型の基板を差し込むことになります。また、同期位相

信号回路を基板上に持っているのでごくわずかな位相信号でも位

相整合させることができます。改造に必要な回路のほとんどを組

み込んだプリント基板を頒布しています。改造方法については頒

布中の「パナファクス4500改造説明書」の第5版をご覧くださ

い。

ひまわり調整用発振器
正確には、1691。2ＭＨｚの発振器です。ジャンク屋で安価

に売られている860ＭＨｚ帯のＶＣＯを改造して840ＭＨｚま

で落とし、2逓倍して1。6GＨｚを得ます。このままでもＬＣ

発振器に比べれば安定度が高いのですが、ＰＬＬ回路とその基準

発振器に温度補償型のものを用いることで更に安定度を上げて、

受信機やコンバーターの調整にも使用できるようにしてありま

す。

ＪＯ1ＸＢＥ

ひまわりＦＭコンバーター
「ひまわり」調整用発振器に用いた回路を局発としてそれにミ

キサとＲＦ増幅１段を追加しただけのシンプルな構成です。更に

1。6ＧＨｚ帯の同調にストリップライン状の同調器を用い作り

易くしました。実際に「ひまわり」を受信するためにはアンテナ

直下にプリアンプを接続必要があります。

ＪＯ1ＸＢＥ

ひまわり受信機
シングルコンバージョン方式のシンプルな受信機です。「ひま

わり」ＦＭコンバーターの出力周波数が10。7ＭＨｚになるよ

うに局発の周波数を変更してＦＭ復調回路を追加しました。ＲＦ

段のアンプに1。9ＧＨｚまで使えるＩＣを用いてストリップラ

インを一つに減らしてあります。

ＪＯ1ＸＢＥ

840ＭＨｚＶＣＯ
860ＭＨｚ帯を840ＭＨｚ帯に変更したＶＣＯです。改造は、

誘電体発振器のリードを長く延ばすだけです。

ＪＯ1ＸＢＥ

パナファクス4500改造基板
ガラスエポキシ製の両面基板です。この基板上にパナファクス

4500の改造に必要なほとんどの回路が載ります。本体のマザー

ボードのコネクターに差し込むだけでＭＯＤＥＭ側の接続は完了

します。また、回転数変更などクロック系のＣＯＮＴ基板との接

続は、フラットケーブルとそれを圧着接続できるコネクターを用

いて行います。頒布を予定しています。1枚7000円（改造説明

書付）。


